
 

 

パウロはたくさんのたびをして、ローマにた

どりつくところです。おなかがすいたり、け

がをしたり、ころされそうになったり、たく

さんたいへんなことがありました。 

パウロはかみさまはけっしてひとりぼっちに

なさらないことをあかししました。 
ローマのクリスチャンたちに「わたしたちが、もしかみ

さまのあいにしんらいするなら、わたしたちは「ゆうし

ょう」するひとよりもっとすごいのです」とてがみにか

きました。 
 

エドワルドはさいきんローマにひっこしまし

た。あるひみんなでローマのコロッセオにい

きました。エドワルドはおとうさんに「あの

なかでなにがあったの？」とききました。 
 

おとうさんは、むかしクリスチャンが、はくがい

されていたとき、クリスチャンはあのなかでライ

オンにたべられたことをはなしてくれました。エ

ドワルドはだまってきいていました。 
 

エドワルドは、いえにかえっておとうさんと

おかあさんにいいました。「イエスさまのた

めに、ライオンにたべられてもいいよ！」 
エドワルドのけいけん 

 
 

だれが、キリストのあいからわたしたちをひきはなすことができましょう。 
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